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 令和２年度 第２回東京都サービス管理責任者等研修検討会 議事録【要旨】 

 

日時   令和２年８月２１日（金曜日）午後２時から午後４時まで 

会場   東京都社会福祉保健医療研修センター ８０２・８０３教室 

 

出席者  吉川委員長、秋谷副委員長、奥秋副委員長、宮田副委員長、相良委員、橋爪委員 

     犬飼委員、三瓶委員、会田委員、清水委員、浅野委員、小出委員、樋口委員 

     渡辺委員（久保委員欠席） 

 

事務局  東京都心身障害者福祉センター地域支援課長 森下 他４名 

     公益財団法人総合健康推進財団職員 ２名 

 

１ 開会 

事務局 

 

 

 

 

 

 

・資料確認 

次第 

資料１ 令和２年度東京都サービス管理責任者等研修実施スケジュール（案） 

資料２ 各研修チーム活動スケジュール 

参考資料１ 受講者の皆様へ 新型コロナウイルス感染症への対策について 

参考資料２ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に配慮した相談支援従

事者研修等の実施及び留意点等について（令和２年５月１３日付厚

生労働省事務連絡） 

参考資料３ 令和２年度サービス管理責任者等指導者養成研修会の開催について 

・本日は、記録のための録音をさせていただくこと、また、今回の検討会議事録（要

旨）は、ホームページでの公開対象であることについてご了承いただきたい。た

だし、資料については、出席委員の意見により非公開とすることもできる。 

 

２ 議事確認 

吉川委員長 ・本日の議事について確認する。 

・１点目は、顔を合わせての検討会は今回が初めてとなるので、自己紹介をいた

だきたい。 

・２点目は、事務局から、令和２年度研修年間スケジュールと実施方法について、

説明をいただきたい。 

・３点目は、各チームに分かれて、それぞれの研修プログラムについて検討をい

ただきたい。 

 

３ 検討事項 

（１）自己紹介 

吉川委員長 ・委員の皆様に自己紹介をいただきたい。 

各委員 ・自己紹介（記録省略） 
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（２）令和２年度研修年間スケジュールと実施方法について 

吉川委員長 ・令和２年度東京都サービス管理責任者等研修実施スケジュールと実施方法に 

ついて、事務局から説明をいただきたい。 

事務局 

 

 

 

 

 

（資料１に沿って説明） 

・今年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止策を講じた研修を実施 

 するに当たり、各研修の規模を縮小するとともに演習日程を当初の予定から 

 増やしている。 

・令和２年度東京都サービス管理責任者等基礎研修（以下「基礎研修」という。）

実施状況について、総合健康推進財団から説明をいただきたい。 

公益財団法人総

合健康推進財団 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第 1回基礎研修は、募集期間は、令和２年６月８日（月曜日）から６月２２日

（月曜日）まで。 

・募集定員は、当初予定９７０名だったが、７００名に規模を縮小した。 

・受講申込人数は、１，４１４名であった。 

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、講義は、動画配信で行う。 

配信期間は、８月２０日（木曜日）から８月３１日（月曜日）まで。 

受講確認は、ログイン履歴による動画視聴の確認と受講確認票の提出をもっ 

て行う。 

・演習は、９月７日（月曜日）から１０月３０日（金曜日）まで、計１０日程 

 行う。 

・演習は、３密を避けるため、グループワークを行わず、個人ワークを中心に 

 行う。 

・第２回基礎研修は、令和２年８月２４日（月曜日）から９月７日（月曜日） 

までを募集期間とし、演習は８日程行う予定 

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止策については、第１回基礎研修と 

 同様の考え方・実施方法で行う。 

・募集定員は、５００名である。 

事務局 

 

 

 

 

 

・東京都サービス管理責任者等更新研修（以下「更新研修」という。）及び東 

京都サービス管理責任者等研修演習指導者養成研修（以下「演習指導者養成 

研修」という。）についても、基礎研修と同様の実施方法になると考えてい

る。 

・東京都サービス管理責任者等フォローアップ研修についても、動画配信によ 

 る実施を検討している。 

吉川委員長 

 

・事務局からの説明について、質疑応答をいただきたい。 

・質疑はないため、次の検討事項に移りたい。 

 

（３）各研修プログラム検討 

吉川委員長 ・研修チームごとに検討していく時間としたい。 

・各研修チームの状況や課題が異なるため、各研修チームに分かれる前に各 

 研修の進捗状況等について、事務局から説明をいただき、状況確認をしたい。 
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事務局 ・第１回基礎研修は、これから演習を開始するが、準備はほぼ終わっている 

 ため、第２回基礎研修に向けて、進行の確認が必要である。 

・サービス管理責任者等実践研修（以下「実践研修」という。）は、来年度 

 の実施に向けて確認しておきたいことや研修イメージの共有と資料作成の

作業方法の検討が必要である。 

・なお、実践研修の内容が示されるサービス管理責任者等指導者養成研修会 

（以下「国研修」という。）は、９月実施となる。 

国研修は、今年度は、オンライン形式（映像配信、オンデマンド形式及び 

Ｚｏｏｍによる双方向通信形式）による実施となった。 

受講者は、各都道府県の研修講師１名と都道府県職員１名となっており、 

東京都からは、実践研修チームリーダーの宮田副委員長に出席をしていた 

だくこととなった。 

・演習指導者養成研修は、検討中のプログラムの決定と作成する資料の検討 

が必要である。 

・更新研修は、研修教材の修正作業に入る。 

吉川委員長 ・事務局からの説明について、質疑応答をいただきたい。 

・質疑はないため、各研修の進捗状況を踏まえて、各研修チームの検討時間 

 としたい。 

 ・チームごとに検討（記録省略） 

吉川委員長 ・各研修チームリーダーから検討内容の報告をお願いしたい。 

・基礎研修について、基礎研修チームリーダー奥秋副委員長から報告をいた 

 だきたい。 

奥秋副委員長 ・基礎研修では、「サービス等利用計画」の話が度々出ているが、児童の計 

 画については、「障害児支援利用計画」というので、進行スライドの表記 

 を「サービス等利用計画・障害児支援利用計画」に変更する。 

・受講者が個別支援計画を作成する際は、就労継続支援Ｂ型事業所として計 

 画作成することを改めて意識できるようなコメントを進行スライドに加え 

る。 

 しかし、基礎研修は、利用者主体や計画作成のＰＤＣＡサイクル等、概要 

 をつかむことが目的であるため、事例内容に拘りすぎないようにしたい。 

・演習が、個人ワークになるため、個別支援計画を作成するのが困難であっ 

 たり、時間が余りすぎる受講者が出る可能性がある。これらの対応につい 

ては、第１回基礎研修の様子をみて、第２回で対応策を反映していきたい。 

・成人の事例で演習を進める中、児童発達支援管理責任者になる受講者もい 

る。成人の支援と異なる児童特有の支援については、フォローアップ研修 

で取り扱うので、その説明を進行スライドに加える。 

吉川委員長 

 

・実践研修チームについては、実践研修チームリーダーの宮田副委員長から 

 報告をいただきたい。 
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宮田副委員長 ・９月に実施される国研修のオンライン配信による講義は、実践研修チーム 

 全員で視聴し、次回の打合せ時に疑問点を共有し、講義担当等を決めたい。 

・基礎研修と更新研修の間をうめる位置にある実践研修では、何を押さえて 

いくかを検討していきたい。 

・イメージとしては、マネジメントの意識及びサービス管理責任者等として 

 の地域連携の役割について考えていく内容を盛り込みたいと思っている。 

 また、基礎研修修了時から実践研修までに２年間空くので、基礎研修内容 

 の振り返りをした上で、それ以外にも必要な役割がある旨を学ぶ研修にし 

たい。 

吉川委員長 ・更新研修と演習指導者養成研修について、更新研修と演習指導者養成研修 

 チームリーダーの秋谷副委員長から報告をいただきたい。 

秋谷副委員長 

 

 

 

・演習指導者養成研修については、昨年度実施した内容と同じ形を考えている。 

・更新研修も演習指導者養成研修も、今年度は新型コロナウイルス感染症の 

 感染拡大防止策でグループワークを行わないので、基礎研修の演目を参考 

に進め方を考えていきたい。 

吉川委員長 ・以上で本日の検討事項は終了 

・本日の配布資料と議事録の公開については、資料１は現段階での日程（案） 

であり、確定前の情報になるため検討会委員限りの資料とし、それ以外の 

資料を公開することでいかがか。 

各委員 （承認） 

吉川委員長 ・以上で閉会とし、事務局へ返す。 

 

事務局 ・第３回及び第４回サービス管理責任者等研修検討会日程について 

 第３回 １０月３０日（金曜日）１５時から１６時３０分まで 

 第４回 ３月８日（月曜日） 時間については、後日調整する。 

 

４ 閉会 


